


長
浜
の
川
で
見
ら
れ
る

水
生
生
物

ボ
ク
は
上
流
か
ら
下
流
ま
で
移
動
し
て
い
る
か
ら
、
い
ろ
ん
な
生
物

を
知
っ
て
い
る
よ
。
川
の
仲
間
た
ち
を
紹
介
す
る
ね
！

アカザ

サワガニ

ヘビトンボの幼虫

トビケラの幼虫

カワニナ

ドジョウ

マツカサガイ シジミ

カタハガイドブガイ

上流に生息するナマズの仲間
で、ドジョウにもよく似てる
（驚）！ヒレにトゲを持ってい
て、刺されると痛いので気を
つけて！

きれいな水に棲んでいるよ。
見た目から川ムカデなんて呼
ばれることもある（！）けど、
毒はないよ。

口から糸を出して小石を集め
て巣を作るんだ。糸で作った
網を巣に仕掛けて、エサを
取って食べるんだよ。
漁師さんみたい（驚）！

日本の河川では最もポピュ
ラーなカニだよ。実は個体に
よって利き手が違うんだっ
て！

河川や農業用水路にいる
よ。えら呼吸の他にも腸呼吸
（！）をして、水面にあがって
息継ぎをするんだ。

タニシよりすこし細い巻貝。
流れが弱く、泥が多い水底に
棲んでいるよ。ホタルの幼虫
のエサとして広く知られてい
るね。

河川や農業用水路、湖沼の底にいる
よ。これらの二枚貝はタナゴの産卵
場所になるんだ。全国的に生息数は
減っているけど、長浜にはたくさん
いるよ。

指標生物とは、その場所の環境のきれいさを
判断する指標となっている生物のことだよ。
（指標Ⅰはきれいな水、指標Ⅱは少し汚れた水）

とっても珍しくて貴重な生き物だよ！見つけ
たら自慢できるかも
観察したあとは逃がしてあげてね。

指標Ⅰ
指標Ⅰ

指標Ⅱ

指標●

指標Ⅰ
珍

珍

　
網
を
持
っ
て
水
辺
に
で
か
け
る
と
、

様
々
な
生
き
物
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
き
れ
い
な
水
に
し
か
す
め
な

い
生
き
物
や
、
他
の
地
域
で
は
珍
し
い

生
き
物
、
外
来
生
物
な
ど
。
昔
と
は
様

子
が
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
長
浜
に
は
自
然
豊
か
な
水
辺
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
昔
と
大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
水

辺
の
環
境
で
は
な
く
、
水
辺
で
あ
ま
り

遊
ば
な
く
な
っ
た
こ
と
。
自
然
、
生
き

物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
自
然
環
境
の
大

切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
今

は
そ
の
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
網
と
バ
ケ
ツ
を
も
っ
て

水
辺
に
飛
び
出
し
、
長
浜
の
自
然
環
境

を
肌
で
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
特
集
！

水
辺
の
生
き
物
と

　
　
　
ふ
れ
あ
お
う
！

水辺で遊ぶ際の注意事項
・子どもたちだけでは遊ばない！保護者と一緒に遊びましょう。
・マムシ、ハチに注意！藪には近づかないようにしましょう。
・流れの速い場所には入らないようにしましょう。
・急な増水に注意！雨の日には川に近づかないようにしましょう。
・怪我に注意！裸足では入らないようにしましょう。

ボ
ク
は
今
回
の
紹
介
担
当
、

オ
ウ
ミ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
で
す
！
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ふ
し
ぎ
発
見
！

身
近
な
水
生
生
物
の

実
は「
侵
略
的
外
来
種
」

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

星
は
強
さ
の
証
し

カ
ワ
ム
ツ

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て

き
た
彼
ら
。
た
っ
た
20
匹
か
ら
こ
こ
ま
で
増
え

た
ん
だ
よ（
驚
）！
雑
食
性
で
、
藻
や
水
草
、
小
魚

や
水
生
昆
虫
な
ど
何
で
も
食
べ
ま
す（
汗
）。
食
欲
旺

盛
で
、凧
糸
や
ス
ル
メ
を
使
う
だ
け
で
釣
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
！

　

食
事
の
時
は
、
小
さ
な
手
を
使
っ
て
上
手
に
パ
ク
パ
ク
。
大
き
く
て

立
派
な
２
本
の
ハ
サ
ミ
は
、
外
敵
か
ら
守
る
た
め
威
嚇
に
使
う
ん
だ
よ
。

　

ち
っ
ち
ゃ
く
て
透
明
で
か

わ
い
く
見
え
る
け
ど
、
実

は
肉
食
性
で
と
っ

て
も
凶
暴
！
小

さ
な
魚
な
ど

を
襲
っ
て
食

べ
ち
ゃ
い
ま

す（
汗
）。
魚

を
飼
っ
て
い
る

水
槽
に
は
入
れ
な

い
で
ね
。

　

カ
ワ
ム
ツ
は
川
の
上
流
域
に
近
い
水
が
き
れ
い
な

と
こ
ろ
に
棲
ん
で
い
ま
す
。
カ
ワ
ム
ツ
の
中
で
も
特

に
大
き
な
オ
ス
の
顔
に
注
目
し
て
み
る
と
、
白
い
ブ

ツ
ブ
ツ
が
い
っ
ぱ
い
…（
汗
）

　

こ
れ
は
追お
い

星ぼ
し

と
い
っ
て
、成
熟
し
た
オ
ス
に
見
ら

れ
る
特
徴
で
、な
わ
ば
り
争
い
に
勝
ち
、え
さ
を
た
く

さ
ん
食
べ
ら
れ
る
強
い
オ
ス
の
象
徴
な
ん
だ
っ
て

　

こ
の
追
星
を
使
っ
て
、
な
わ
ば
り
に
侵
入
し
て
き

た
魚
に
攻
撃
し
て
追
い
出
す
ん
だ
よ
。

　

カ
ワ
ム
ツ
の
オ
ス
の
間
で
は
、
強
さ
に
よ
っ
て
順

位
が
決
ま
り
、
順
位
の
高
い
オ
ス
し
か
メ
ス
と
つ
が

い
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
う
。
カ
ワ
ム
ツ
界
っ

て
キ
ビ
シ
イ
ん
で
す
ね
…（
汗
）

透
明
で
キ
レ
イ
☆
で
も
実
は
…

ス
ジ
エ
ビ

水
の
中
に
棲
む
カ
メ
ム
シ
?!

ナ
ベ
ブ
タ
ム
シ

　

丸
く
て
平
べ
っ
た
い
鍋
蓋
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
ま
す
。
上
流
域
の
水
が
き
れ
い
な
と

こ
ろ
に
棲
ん
で
い
て
、
指
標
生
物

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
よ
。
水

生
昆
虫
だ
け
ど
実
は
カ
メ
ム
シ

の
仲
間
！
タ
ガ
メ
や
ミ
ズ
カ

マ
キ
リ
、
そ
し
て
な
ん
と
ア
メ

ン
ボ
も
同
じ
仲
間
な
ん
だ
っ
て

（
驚
）！
で
も
臭
い
は
し
な
い
よ
。

長浜市では
こんな活動も
しているよ！

長
浜
市
水
生
生
物
少
年
少
女
調
査
隊
！

　
　
　
　

み
ず
す
ま
し

自
然
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
川
の
中
の
生
物
を
調
べ

る
こ
と
で
環
境
を
見
る
目
を
養
い
、
身
近
な
環
境
へ
の
関

心
を
高
め
る
活
動
で
す
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
然
を
大
切
に

す
る
行
動
が
市
民
全
体
へ
と
波
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
昭
和
62
年
に
発
足
し
て
以
降
、
延
べ
6
，4
4
2
人
の

子
ど
も
た
ち
が
調
査
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　水生生物を楽しみながら
捕まえた後はしっかりと考
察を行います。
「なんでこの生き物がここに
いるんだろう？」
「雨で流れてきたからかな?」
子どもたちの間でいろいろ
な疑問や意見が出てきます。

　網を持って調査開始！！底
の泥や砂利をすくったり、石
を裏返したり。
「どじょうがとれた！」
「どんなトンボのヤゴかな？」
　皆んな楽しそうに生き物を
採集していきます。

広報ながはま×湖北野鳥センター連動観察会

水辺の生き物を観察しよう！

実
際
に
川
に
入
っ
て
生
き
物
を
観
察
す
る
よ
！

今
日
紹
介
し
た
仲
間
や
ボ
ク
と
出
会
え
る
か
も
！

【と　き】
　８月19日（土）９時30分～12時
【ところ】
　湖北野鳥センター　集合
　その後車で水路に移動
【持ち物】
　飲み物、タオル、筆記用具、着替え
　ぬれてもいい靴（サンダル不可）
【定　員】
　40人（先着順）
【参加費】
　大人200円（湖北野鳥センターの入館料）
　市内在住の小中学生、幼児は無料
【申込み】
　電話または直接右記まで。

問合せ・申込み
湖北野鳥センター（湖北町今西）
（☎７９－１２８９）

近
く
の
川
や
湖
に
住
ん
で
い
て
、
お
な
じ
み

の
生
物
た
ち
。
で
も
、
よ
く
観
て
ご
ら
ん
！

面
白
い
生
態
や
物
語
が
見
え
て
く
る
よ
。

滋賀大学教育学部
環境教育講座

石
いし

川
かわ

　俊
とし

之
ゆき

准教授

水
の
中
は
身
近
な
野
生
の
世
界

　

生
き
物
が
豊
富
で
、
草
食
の
動
物

が
植
物
を
食
べ
、
肉
食
の
動
物
が
他

の
動
物
を
食
べ
る
と
い
う
世
界
は
テ

レ
ビ
の
向
こ
う
に
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
う
い
っ
た
野
生

の
世
界
は
身
近
な
環
境
に
も
み
ら
れ

ま
す
。　

　

例
え
ば
、
び
わ
湖
の
ア
ユ
は
動
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
、
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

食
べ
て
い
ま
す
。
食
物
連
鎖
を
考
え

る
と
、
ア
ユ
は
ま
る
で
ア
フ
リ
カ
の

ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
な
位
置
に
な
り
ま

す
。
水
の
中
の
野
生
の
世
界
は
、
ア

フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
と
比
べ
て
も
同

じ
よ
う
に
面
白
い
世
界
で
す
。

　

身
近
な
野
生
の
世
界
に
ふ
れ
る
こ

と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
自
然
環
境
へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
水
の
中
の
生
き
物
に
ふ
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

広報ながはま　2017年８月広報ながはま　2017年８月 45



年
金
受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す

問
彦
根
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室　

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

木
造
住
宅
無
料
た
い
し
ん
診
断
等
の

期
間
を
延
長
し
ま
す

問
開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５

－

６
５
４
３
）

限
度
額
適
用
認
定
証
を

　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
１
２
）

国
民
年
金
保
険
料
を

　
　
　

前
納
す
る
と
お
得
で
す

問
彦
根
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　
　

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

「
学
生
就
職
面
接
会 

湖
北
就
活
ナ
ビ
」

を
開
催
し
ま
す問商

工
振
興
課（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

　

８
月
１
日
か
ら
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
が
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
人
も
年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す（
受

給
で
き
る
年
金
額
は
、
納
付
し
た
期
間
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
）。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
対
象
者
本
人
宛
に
、
黄
色
い
封
筒
に
入
っ
た
年
金

請
求
書（
短
縮
用
）を
２
月
〜
７
月
上
旬
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
届
い
て
い
た
ら
左
記
で
予
約
の
う
え
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
資
格
期
間
が
10
年
に
満
た
な
い
人
で
も
、
任
意
加
入

制
度
や
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
を
受
給
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ご
自
身
の
基
礎
年
金
番
号

を
ご
用
意
の
う
え
、
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

予
約
・
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５
）

　

彦
根
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

　

木
造
住
宅
た
い
し
ん
診
断
お
よ
び
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

事
業
の
申
込
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
な
が
は
ま
６
月
１
日
号
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
延
長
期
間
︼
９
月
29
日（
金
）ま
で（
先
着
順
）

　

医
療
機
関
や
薬
局
で
の
お
支
払
い
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
場

合
は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提

示
す
る
と
、
ひ
と
月
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

︻
対
象
者
︼

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で

①
69
歳
以
下
の
人

② 

平
成
29
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
70
歳
〜
74
歳
の
人

︻
申
請
時
の
注
意
点
︼

① 

申
請
日
時
点
に
お
い
て
、
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

② 

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
が
前
年
中

所
得
の
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
。

※ 

未
申
告
で
所
得
が
不
明
な
場
合
は
、
上
位
所
得
者
の
限
度
額

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

申
請
窓
口

　

保
険
医
療
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

　

10
月
分
〜
翌
年
３
月
分
の
６
か
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を

口
座
振
替
で
ま
と
め
て
納
付（
６
か
月
前
納
）す
る
と
、
保
険
料

が
９
７
，
８
２
０
円
と
な
り
、
毎
月
１
６
，
４
９
０
円
を
納
付
さ

れ
る
よ
り
も
１
，１
２
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

引
き
落
と
し
日
は
10
月
31
日（
火
）で
す
。
現
在
口
座
振
替
に

よ
る
毎
月
納
付
を
利
用
し
て
い
る
人
が
、
６
か
月
前
納
を
希
望

す
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
口
座
振
替
方
法
の
変
更
手
続
き
が

必
要
で
す
。

︻
申
込
み
︼

　

８
月
末
ま
で
に
、
預
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、
年
金
手
帳
を

お
持
ち
の
う
え
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
ま
た
は
彦

根
年
金
事
務
所
ま
で
。

　

湖
北
地
域
の
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
地
元
企
業
へ
の
就
職

を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
と

卒
業
後
３
年
以
内
の
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

︻
と
　
き
︼
10
月
13
日（
金
）　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
バ
イ
オ
大
学
体
育
館

︻
対
　
象
︼  

平
成
30
年
３
月
に
大
学（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
門
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
お

よ
び
卒
業
後
３
年
以
内
の
人

※
申
込
み
や
履
歴
書
は
不
要
で
す
。

※
参
加
事
業
所
は
50
社
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
る
場
合

30
日
以
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
２
７
）

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者（
加
害
者
）の
行
為

に
よ
っ
て
受
け
た
ケ
ガ
や
病
気
の
治
療
費

（
医
療
費
）は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
が
、
届
出
に
よ
り
保
険
診
療
や
福

祉
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
場
合
、
保
険
者
が
一
時
的
に
医
療
費

を
立
て
替
え
、
後
日
加
害
者
に
請
求
し
ま
す

の
で
、
警
察
署
と
、
現
在
加
入
の
国
民
健
康

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
、
福
祉
医
療
の
窓

口（
保
険
医
療
課
）ま
で
速
や
か
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

︻
届
出
に
必
要
な
も
の
︼

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

・
念
書

・
被
保
険
者
証（
福
祉
医
療
費
受
給
券
）

・
印
鑑

・
交
通
事
故
の
場
合
は
事
故
証
明
書

　
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）

︻
次
の
場
合
も
第
三
者
行
為
で
す
︼

・
自
転
車
の
事
故

・
暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ

・
他
人
の
飼
犬
に
か
ま
れ
た　

な
ど

︻
注
意
点
︼

・ 

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、

示
談
で
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
保
険
診
療

に
よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・ 

加
害
者
に
請
求
す
る
分
に
つ
い
て
、
当
事

者
双
方
で
請
求
し
な
い
旨
の
示
談
を
行
う

と
保
険
者
が
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な

り
、
被
害
者
自
身
に
負
担
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※ 

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
保
険
診
療
な
ど
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

　
　
　
　
　
　
　
（
労
災
保
険
の
対
象
）

・
不
法
行
為
に
よ
る
事
故

　
　
　
　
　
　
　
（
飲
酒
運
転
な
ど
）

国民健康保険高額療養費の制度が変わります
問保険医療課（☎６５－６５１２）

　平成29年８月から、70歳以上の人の高額療養費の自己負担限度額が下記のように変更になります。

　なお、70歳以上の低所得の人、70歳未満の人の自己負担限度額に変更はありません。

　また、高額療養費の支給を受けるためには、申請が必要です。

　【持ち物】        　　　　　　　　　【申請窓口】
　・国民健康保険被保険者証　　　　保険医療課〈本庁舎１階〉

　・医療機関等の領収書　　　　　　北部振興局福祉生活課

　・世帯主の通帳等、認印　　　　　各支所

※過去12か月以内に同じ世帯で３回以上高額療養費の支給があった場合は、４回目から限度額が下がります。

平成29年７月まで 平成29年８月～平成30年７月

所得区分 外来
（個人ごと） 入院・世帯単位 外来

（個人ごと） 入院・世帯単位

現役並み
所得者 44,400円

80,100円＋

57,600円

80,100円＋
(総医療費－267,000円)

×1％
〈多数回該当：44,400円〉※

(総医療費－267,000円)
×1％

〈多数回該当：44,400円〉※

一般 12,000円 44,400円 14,000円
[年間上限14.4万円]

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉※

低所得
Ⅱ

8,000円
24,600円

8,000円
24,600円

Ⅰ 15,000円 15,000円
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自
動
車
等
を
公
売
し
ま
す

問
滞
納
整
理
課（
☎
６
５

－

６
５
１
７
）

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

問
市
民
活
躍
課（
☎
６
５

－

８
７
１
１
）

侵
略
的
外
来
種
に
よ
る
被
害
の

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

証
明
書
は
、
お
得
で
便
利
な

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で

問
市
民
課（
☎
６
５

－

６
５
１
１
）

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

８
月
27
日（
日
）は
ゴ
ミ
の

　
　
　
　
　

持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

意
見
を
募
集
し
ま
す

　

市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
自
動
車
等
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

　

参
加
す
る
に
は
、
申
込
が
必
要
で
す
。

︻
参
加
申
込
期
間
︼

　

８
月
17
日（
木
）13
時
〜
９
月
４
日（
月
）23
時

︻
入
札
期
間
︼

　

９
月
11
日（
月
）13
時
〜
９
月
13
日（
水
）23
時

︻
参
加
資
格
︼

　

国
税
徴
収
法
お
よ
び
条
例
等
で
参
加
を
制
限
さ
れ
て
い

る
人
を
除
き
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

公
売
金
額
、
参
加
の
方
法
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

※ 

Y
a
h
o
o
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
公
売
し

ま
す
。

※
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
は
現
在
約
３
，０
０
０
人
の
外
国
人
市
民
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

「
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
長
浜
市
多
文

化
共
生
・
国
際
化
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
、
当
会
議
に
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

︻
募
集
対
象
︼

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
で
、
多
文
化
共
生
な
ど
に

関
心
の
あ
る
人

︻
活
動
内
容
︼

　

年
３
回
程
度
開
催
す
る
会
議
へ
の
出
席

︻
募
集
人
数
︼

　

２
人
程
度（
選
考
）

︻
応
募
方
法
︼

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

※ 

応
募
用
紙
は
、
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

︻
応
募
締
切
︼

　

８
月
18
日（
金
）必
着

問
合
せ
・
応
募
先

　

市
民
活
躍
課
〈
本
庁
舎
３
階
〉

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１ 

八
幡
東
町
６
３
２

　

☎
６
５

－

８
７
１
１　

６
５

－

６
５
７
１

　

*katsu
yaku

@
city.n

agah
am
a.lg.jp

▲家庭用高圧洗浄機

▲自動車

　

外
来
種
の
中
で
、
地
域
の
自
然
環
境
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
生
態
系
だ
け
で
な
く
農
林
水
産
業
や
人
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
「
侵
略
的
外
来
種
」
と

い
い
、
早
期
発
見
・
駆
除
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
動
植
物
で
は
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
や
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
が
そ
の
代
表
で
す
。

　

外
来
種
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、「
入
れ
な

い
・
捨
て
な
い
・
広
げ
な

い
」
の
３
原
則
を
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
外
来
種

の
生
息
域
を
拡
げ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

外
来
種
の
種
類
や
具
体

的
な
駆
除
方
法
に
つ
い
て

は
、
環
境
省
や
滋
賀
県
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

︿
県
内
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
外
来
水
生
植
物
﹀

　

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
琵
琶
湖（
特
に
南
湖
）や

そ
の
周
辺
水
域
で
分
布
を

拡
大
し
て
大
繁
茂
し
、
様
々

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
小
規
模
な
が
ら

長
浜
市
内
で
も
生
育
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
の
混
雑
緩
和
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
利
用
し
た
証
明
書（
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
所
得
〔
課
税
〕
証
明
書
）の
交
付
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ

か
、
８
月
１
日
か
ら
新
た
に
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
市
民
課

前
に
も
設
置
し
ま
す
。

　

交
付
手
数
料
は
、
窓
口
の
半
額
の
１
５
０
円（
１
通
）で
す
。

　

な
お
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
支
援
す
る
た
め
、
顔

写
真
の
無
料
撮
影
サ
ー
ビ
ス
と
、
月
２
回
の
日
曜
受
付（
９
時
〜
12

時
）を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

左
表
に
あ
る
各
種
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
前
年
の
所
得
と
受
給
資
格

を
確
認
し
ま
す
。
届
出
が
な
い
場
合
、
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▲オオキンケイギク
（花はコスモスに似て直径５～
７cmの黄橙色）

▲ナガエツルノゲイトウ
（花は白色で、1.5cmほどの球状）

　

社
会
福
祉
法
第
１
０
７
条
に
基
づ
き
、
市
民
・
地
域
組

織
・
行
政
が
と
も
に
連
携
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る

た
め
、
第
２
期
長
浜
市
地
域
福
祉
計
画（
案
）を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

︻
募
集
期
間
︼
８
月
30
日（
水
）必
着

︻
閲
覧
場
所
︼  

担
当
課
・
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
北
部
振
興

局
、
各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︻
提
出
方
法
︼  

任
意
の
様
式
に
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
電

話
番
号
を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
提
出
先

　

社
会
福
祉
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

☎
６
５

－

６
５
３
６　

６
４

－

１
７
６
７

　

*fu
ku
sh
i@
city.n

agah
am
a.lg.jp

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊

香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　

９
月
24
日（
日
）

対象となる手当 提出書類 提出期間 問合せ・提出先

児童扶養手当
現況届
その他
必要書類

８月１日（火）
～31日（木）

子育て支援課
〈本庁舎１階〉
☎６５－６５１４

北部振興局
福祉生活課特別児童扶養手当

所得
状況届

８月10日（木）
～９月11日（月）

しょうがい福祉課
〈本庁舎１階〉
☎６５－６５１８特別障害者手当

障害児福祉手当
（経過的）福祉手当

※土日祝を除き、お盆の期間も受け付けます。

窓口
マルチ
コピー機

住民票の写し
印鑑登録証明書
所得〔課税〕証明書

300円 150円

各種証明書の交付手数料
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

６月18日（日）
横綱の迫力に興奮
　今年で４年目となる大相撲宮城野部屋の長浜合宿が行われま
した。力士達の迫力満点の稽古を一目見ようと、早朝から大勢
の人が集まりました。
　稽古後に幼稚園児から中学生までの子どもたちと交流を行
い、小さな子どもが３人がかりで力士を土俵の外に押し出すな
ど会場を大いに沸かせました。白鵬関から直接指導を受けた中
学生は「教わった技を使っていきたい」と目を輝かせていまし
た。

７月１日（土）
東レアローズの選手が技術を直伝
　長浜市民体育館で長浜バレーボールフェスタが開催され、市
内の小中学生が東レアローズの選手から指導を受けました。
　参加した小学生は、「見ていて参考になった。パスを出すと
きも受けるときもしっかり声が出ていて素晴らしいと思った」
と、技術だけでなく基本的な心がまえについてもしっかり学ぶ
ことができ、意義のある一日となりました。

６月25日（日）
県民に愛された歌が100周年
　「琵琶湖周航の歌」の生誕100周年の記念イベントが行われ、
市民有志らによって豊公園に歌碑が設置されました。
　除幕式には加藤登紀子さんが駆けつけ、参加者とともに琵
琶湖周航の歌を合唱し、完成を祝いました。船上ライブや市
内小学生による「わたしの夢の発表会」などのほか、飲食ブー
スがチャリティで出店されるなど盛りだくさん。笑顔と善意
あふれるイベントにおよそ1,500人が訪れました。

７月８日（土）
胸を打つ演奏が響き渡りました　
　滋賀県吹奏楽フェスティバルが、長浜バイオ大学ドームで
開かれ、市内の７中学校と、県内外の高校・大学の吹奏楽部
など総勢20組、1,200人の演奏者が集まりました。
　中学校の吹奏楽部では、１年生の初めての演奏会となる学
校もあり、緊張した表情をみせる生徒もいましたが、日頃積
み重ねてきた練習の成果を大いに発揮していました。
　フィナーレでは1,200人の奏者が「上を向いて歩こう」を演
奏。多くの観客が口ずさみ、会場は大いに盛り上がりを見せ
ました。

７月９日（日）
長浜が誇る伝統 東京・世界へ！
　長浜曳山祭がユネスコ無形文化遺産に登録
されたのを記念し、国立劇場（東京都千代田
区）で子ども歌舞伎などが披露されました。
　公演は、「諫鼓山」山組メンバーによる迎
えしゃぎりで開演し、「長刀組」が太刀渡り
や翁招きを披露。ステージでは「三番叟」と、
「春日山」、「月宮殿」、「青海山」の３つの山
組が歌舞伎を上演。役者たちの熱演に大きな
声援と惜しみない拍手が送られました。
　さらに、長浜市と台東区が今年３月に都市
連携協定を締結したことを受け、歌舞伎交流
事業として浅草神社（東京都台東区）でも「春
日山」が子ども歌舞伎を披露しました。
　有数の観光地での公演だけに外国人観光客
も多く見守る中、堂々と披露した子ども役者
たち。長浜曳山祭を世界にPRすることがで
きました。
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路
線
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
都
市
計
画
課（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）

　

市
で
は
、「
乗
っ
て
守
ろ
う
！
湖
北
の
公

共
交
通
」
を
合
言
葉
に
利
用
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
公
共
交
通
機
関
を
積
極

的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
は
各
種
定
期
券
が
お
得
で
す

●
通
勤
定
期
券

　

湖
国
バ
ス
・
余
呉
バ
ス
と
も
に
、１
か
月
、

３
か
月
、
６
か
月
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
学
生
向
け
定
期
券
等

︻
湖
国
バ
ス
路
線
︼

・ 

中
学
生
、
高
校
生
は
学
生
証
提
示
で
普
通

運
賃
が
１
０
０
円
割
引
。

・ 

１
か
月
１
万
円
で
、
長
浜
・
米
原
市
内
の

湖
国
バ
ス
路
線
が
乗
り
放
題
の
「
高
校
生

限
定
定
期
券
」
を
好
評
発
売
中
。

︻
余
呉
バ
ス
路
線
︼

・ 

中
学
生
、
高
校
生
は
学
生
証
提
示
で
木
ノ

本
駅
ま
た
は
余
呉
駅
で
乗
降
す
る
場
合
に

限
り
２
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
高
齢
者
向
け
定
期
券

︻
湖
国
バ
ス
﹁
小
判
手
形
﹂︼

　

65
歳
以
上
限
定
の
定
期
券
で
、
１
か
月

２
，
１
０
０
円
、
３
か
月
５
，
２
０
０
円
、

６
か
月
９
，
３
０
０
円
。
乗
車
時
に
「
小
判

手
形
」
を
提
示
す
れ
ば
１
乗
車
１
０
０
円
で

利
用
で
き
ま
す
。

︻
余
呉
バ
ス
﹁
余
呉
パ
ス
﹂︼

　

61
歳
以
上
限
定
の
定
期
券
で
、
１
か
月

２
，
０
０
０
円
、
３
か
月
５
，
０
０
０
円
、

６
か
月
９
，
０
０
０
円
。
乗
車
時
に
「
余
呉

パ
ス
」
を
提
示
す
れ
ば
１
乗
車
２
０
０
円
で

利
用
で
き
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
回
数
券
が
お
得
で
す

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
バ
ス
路
線
が
な
い
地

域
で
、
希
望
す
る
時
間
や
乗
降
場
所
を
あ
ら

か
じ
め
予
約
し
て
利
用
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
お
得
な
回
数
券

を
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

︻
回
数
券
︼
12
枚
綴
り
３
，０
０
０
円

※ 

回
数
券
は
下
記
タ
ク
シ
ー
会
社
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

運
転
免
許
自
主
返
納
者
を
支
援
し
ま
す

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
人
に
対
し
、

公
共
交
通
を
利
用
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
、
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
回
数
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

︻
交
付
内
容
︼

　

バ
ス
普
通
回
数
券
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
回
数

乗
車
券
の
い
ず
れ
か
２
，０
０
０
円
分

※ 

９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
期
間

は
、
I
C
O
C
A（
I
C
カ
ー
ド
乗
車
券
）

も
進
呈
し
ま
す
。

︻
対
象
者
︼

　

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
有
効
期
限
を
残

し
た
運
転
免
許
の
全
部
を
警
察
署
等
へ
返
納

し
た
人

︻
申
請
期
間
︼

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

運
転
免
許
を
返
納
し
た
日
か
ら
６
か
月
以

内
に
本
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
申
請
に
必
要
な
も
の
︼

・ 

免
許
返
納
時
に
警
察
署
等
で
交
付
さ
れ
る

「
運
転
免
許
取
消
通
知
書
」
の
写
し
、
ま

た
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
写
し

・
印
鑑

警
報
発
令
時
に
は
運
行
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

台
風
等
に
よ
り
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

に
は
、
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
休

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
行
状
況
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
行
事
業
者
ま
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

●
バ
ス

湖
国
バ
ス
㈱（
余
呉
地
域
以
外
）

　

☎
６
４

－

１
２
２
４

㈱
余
呉
バ
ス（
余
呉
地
域
）

　

☎
８
６

－

８
０
６
６

●
乗
合
タ
ク
シ
ー︵
予
約
︶

近
江
タ
ク
シ
ー
㈱（
西
黒
田
・
神
田
・
び
わ
）

　

☎
６
２

－

０
１
０
６

滋
賀
中
央
観
光
バ
ス
㈱（
浅
井
）

　

☎
７
４

－

４
５
６
６

伊
香
交
通
㈱（
木
之
本
）

　

☎
８
２

－

２
１
３
５

●
公
共
交
通
全
般
に
関
す
る
こ
と

　

都
市
計
画
課

　
　

☎
６
５

－

６
５
６
２

※ 申請・登録についてのお問合せは都市計画課まで。また、
都市計画課〈本庁舎２階〉でも申請できます。

　ノンステップバスも運行しています。
　車いすの人も乗車いただけますので、
お出かけにご利用ください。
※ 全車両がノンステップバスではありませ
んので、事前に各社へご確認願います。

タクシー名 運行区域 申請・登録

ひょうたん 西黒田・神田
西黒田まちづくりセンター

神田まちづくりセンター

お市ちゃん 浅井 浅井支所

わかあゆ びわ びわ支所

木之本デマンド 木之本一部 北部振興局

市内で運行している乗合タクシー

市政の動き
（６月16日～７月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

６月21日（水）
第３回小谷城スマートIC周辺６次産業化拠点構想懇話会
担当課:小谷城スマートインターチェンジ周辺
　　　 新産業拠点整備室（☎65－6520）

小谷城スマートIC周辺の活用策について、事務局から方針（６
次産業化）の説明を受け、質疑応答および意見交換を行いまし
た。

６月22日（木）
第１回長浜市健康づくり推進協議会
担当課:健康推進課（☎65－7779）

「健康ながはま21」計画（第３期）の平成28年度事業の成果と課
題、平成29年度の実施計画について事務局から説明を受け、質
疑応答および意見交換を行いました。

６月28日（水）
第１回長浜市総合教育会議
担当課:総合政策課（☎65－6505）

「就学前教育にかかわる人材育成の取組」をテーマに、滋賀文教
短期大学において施設見学や取組事例の紹介を受けた後、大学
と行政の取組について意見交換を行いました。

６月28日（水）
長浜市人権尊重審議会
担当課:人権施策推進課（☎65－6560）

長浜市人権施策推進基本計画の進捗管理について事務局から
説明を受け、質疑応答および意見交換を行いました。

６月29日（木）
第４回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課:高齢福祉介護課（☎65－7789）

第７期ゴールドプランの策定作業、介護予防・日常生活支援総
合事業について審議し、情報交換を行いました。また、介護サー
ビス整備検討部会から部会活動について、事務局から在宅医
療・介護連携、県との連携について報告を受けました。

７月４日（火）
第１回長浜市公共施設マネジメント推進委員会
担当課:行政経営改革課 （☎65－6702）

平成28年度の長浜市公共施設等総合管理計画の進行管理やこ
れからの公共施設マネジメント推進体制について事務局から
説明を受け、質疑応答および意見交換を行いました。

７月６日（木）
第２回長浜市支え合いの地域づくり推進委員会
担当課:高齢福祉介護課（☎65－7789）

事務局より協議体と地域ケア会議の関係、高齢者実態調査から
見る地域の状況、一般介護予防事業の進捗について説明を行
い、その内容等について審議しました。

７月７日（金）
第１回長浜市旅館等建築規制審議会
担当課:都市計画課（☎65－6562）

届出があった旅館等の建築（改築および客室数の変更）計画につい
て審議を行い、長浜市環境保全のための旅館等建築等規制条例第２
条に規定する「特定旅館」とは認められないことを確認しました。

７月７日（金）
第５回長浜市空家等対策推進会議
担当課:建築住宅課（☎65－6533）

市民等から寄せられた適正に管理されていない空家等情報のう
ち、所有者等が対応されていない（十分でないものを含む）案件
16件の認定審査を行い、うち９件を特定空家等に認定しました。

７月７日（金）
第１回長浜市子ども・子育て会議 
担当課:子育て支援課（☎65－6514）

長浜市子ども・子育て支援事業計画の進捗管理と中間年の見直
しについて事務局から説明を受け、質疑応答を行いました。

７月７日（金）
第１回長浜市子ども・子育て支援推進協議会
担当課:子育て支援課（☎65－6514）

長浜市子ども・子育て支援推進協議会の概要、官民が連携して推
進する子育て支援事業について事務局から説明を受け、質疑応
答を行いました。また、会長・副会長の選出を行いました。

７月12日（水）
第１回長浜市地域経営改革会議
担当課:行政経営改革課（☎65－6702）

第３次長浜市行政改革大綱アクションプランの平成28年度の
実績、平成30年度～32年度の策定および平成29年度「チームで
カイゼン」運動の取組について、事務局より説明を受け、内容を
協議しました。

西
之
表
市
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か

問
市
民
活
躍
課（
☎
６
５

－

８
７
１
１
）

　

友
好
都
市
提
携
30
周
年
を
記
念
し
て
市

民
交
流
を
図
る
た
め
、西
之
表
市
を
訪
問

す
る
交
通
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

︻
対
象
期
間
︼

　

８
月
１
日（
火
）〜
11
月
30
日（
木
）

︻
対 

象 

者
︼

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

・
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人

・ 

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
仕
事
を
目
的

と
し
な
い
人

・ 

そ
の
他
の
補
助
や
助
成
等
を
受
け
て
い

な
い
人

︻
対
象
費
用
︼

　

西
之
表
市
へ
の
訪
問
に
か
か
る
交
通
費

︻
補 

助 

額
︼

　

上
限
１
万
円
／
人（
対
象
費
用
の
１
／
２

以
内
）

︻
補
助
人
数
︼

　

10
人（
先
着
）

︻
申 

込 

み
︼

　

申
請
書
を
直
接
担
当
課
ま
で
。
申
請
書

類
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

市
民
活
躍
課
〈
本
庁
舎
３
階
〉

　
（
☎
６
５

－

８
７
１
１
）
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オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
・
出
生
届
を
作
成
し
ま
し
た

問
市
民
課（
☎
６
５

－

６
５
１
１
）

特
別
な
日
に
思
い
出
の
一
枚
を

　

市
民
課
ロ
ビ
ー
に
「
恋
人
の
聖
地　

写
真
撮

影
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
生
の
ス
タ
ー
ト
や
赤
ち
ゃ
ん
の
お
誕
生
の
記

念
に
素
敵
な
思
い
出
の
一
枚
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

　

市
民
課
職
員
が
お
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
夫
婦
に
は
、

恋
人
の
聖
地
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
縁
む
す
び
リ
ボ

ン
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
平
日
、
開
庁
時
間
内
の
み
で
す
。

お
祝
い
の
気
持
ち
を
込
め
て

　

市
で
は
、
人
生
の
節
目
を
お
祝
い
す

る
と
と
も
に
、
市
へ
の
愛
着
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
の
花
「
梅
」
や

出
世
城
と
い
わ
れ
る
「
長
浜
城
」
等
を

あ
し
ら
っ
た
長
浜
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
婚
姻
届
」
と
「
出
生
届
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

併
せ
て
、「
届
書
の
書
き
方
・
手
続

き
早
わ
か
り
B
O
O
K
」
も
作
成
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
書
と
冊
子
は
、
担
当
課
、

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所
に

あ
り
ま
す
。ま
た
、届
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

結婚相談登録者交流イベント 縁むすび×運動会

　長浜市の結婚相談登録者の人を対象にした交流イベ

ントを開催します。一般参加者もお申込みいただけま

す。友達同士での参加も大歓迎です。みんなで力をあ

わせて体を動かし、最後にはホッとひと息ついて交流

を深めましょう! !

【と　き】９月10日（日）　14時～16時
【受　付】13時30分～
【ところ】セミナー&カルチャーセンター　臨湖（港町）
【内　容】参加者全員でのレクリエーションや交流会
【定　員】50人（定員を超えた場合は抽選）
【参加費】500円（当日お支払いください）

【対　象】  20歳以上の独身男女（長浜市の結婚相談登録
者、または登録に前向きな人）

※ イベント終了後に長浜市の結婚相談に登録すること

もできます。

【服　装】動きやすい服装で参加してください。
【申込期間】８月１日（火）～９月４日（月）
【申込方法】  ①住所②氏名③年齢④性別⑤連絡先⑥長浜

市結婚相談登録の有無を直接または電話、

FAX、メールで下記まで。
問・申

　社会福祉課　

　☎ ６５－６５３６ 　 ６４－１７６７

　*konkatsu@city.nagahama.lg.jp

▲恋人の聖地顔出し看板

▲オリジナル婚姻届

▲手続き早わかり
BOOK

～子どものころを思い出し、みんなで楽しんでみませんか？～

８月の長浜市民献血デーにご協力ください
問健康推進課（☎６５－７７７９）８月12日（土）　西友長浜楽市店駐車場

【受付時間】10時～11時45分、13時～15時30分　★400mL全血献血をお願いします。
※詳しくは滋賀県赤十字血液センターホームページまで。（http://shiga.bc.jrc.or.jp/）

学校・園活動
紹介

5

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

問
健
康
推
進
課（
☎
６
５

－

７
７
７
９
）

病
院
間
の
連
携
に
つ
い
て

　

市
立
長
浜
病
院
、
長
浜
市
立
湖
北
病
院
、

長
浜
赤
十
字
病
院
に
お
い
て
、
医
師
不
足
な

ど
に
よ
り
、
休
止
や
大
幅
に
縮
小
し
て
い
る

診
療
科
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
患
者
さ

ん
の
病
状
に
よ
っ
て
は
病
院
間
を
行
き
来
し

て
の
受
診
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
病
院
間
の
受
診
時
は
、
カ
ル
テ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
び
わ
湖
メ
デ
ィ
カ

ル
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
病
院
間
で
共
有
し
ま

す
。
ま
た
、
病
院
受
診
時
に
は
、
現
在
受
診

中
の
全
て
の
医
療
機
関
の
診
察
券
と
お
薬
手

帳（
入
院
時
に
は
薬
そ
の
も
の
も
併
せ
て
）を

持
参
す
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。

※ 

び
わ
湖
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

場
合
は
患
者
の
書
面
に
よ
る
同
意
が
必
要

で
す
。

﹁
か
か
り
つ
け
﹂
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

病
院
の
医
師（
専
門
医
）は
専
門
外
の
知
識

に
は
乏
し
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

開
業
医
や
診
療
所
な
ど
の
か
か
り
つ
け
医
を

持
つ
こ
と
で
、
様
々
な
病
気
に
つ
い
て
身
近

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
複
数

の
病
気
を
抱
え
て
い
る
人
、
小
児
、
高
齢
者

な
ど
は
近
所
に
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
と
安

心
で
す
。
さ
ら
に
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持

つ
こ
と
で
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
に
つ

い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え
ま
す
。

病
院
を
受
診
す
る
と
き
は

　

大
き
な
病
院
の
役
割
は
手
術
、
特
別
な
治

療
、
精
密
検
査
、
専
門
医
の
診
察
や
軽
症
で

は
な
い
急
病
や
外
傷
の
治
療
な
ど
で
す
。
普

段
は
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
、
必
要
時
に

紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
っ
て
受
診
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
急
病
、
事
故
や
重

傷
の
外
傷
で
は
病
院
の
救
急
を
直
接
受
診
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
重
症
者
を
最
優
先

に
し
て
い
ま
す
。「
軽
症
だ
が
今
都
合
が
い

い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
の
受
診
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
の
山
を

　
　
　
歩
こ
う
活
動

　

朝
日
小
学
校
で
は
、
地

域
づ
く
り
協
議
会
や
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
っ
て
「
ふ
る

さ
と
の
山
を
歩
こ
う
活
動
」

（
賤
ヶ
岳
〜
山
本
山
縦
走

活
動
）を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
５
月
27
日（
土
）

に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

活
動
で
は
、
学
年
毎
に
登

山
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
途

中
で
「
賤
ヶ
岳
の
合
戦
」

や
「
山
本
山
」、「
西
野
水

道
」
や
「
野
鳥
」
の
話
を

講
師
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者

と
と
も
に
ふ
る
さ
と
の
山

を
歩
く
中
で
自
然
を
満
喫

し
、
歴
史
や
文
化
、
郷
土

の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

めざす子ども像
一、夢や目標をもち、それに向かって努力する子

一、思いやりのある心のやさしい子

一、ふるさとを愛し、誇りをもって生きる子

長浜子どものちかい
〜わたしたちはちかいます〜

一.元気にあいさつをします

一.名前を呼ばれたら「はい」と返事をします

一.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います

一.困っている人がいたら言葉をかけます

一.人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章
〜おとなが実践します〜

一.子どもに誠実に生きる姿を見せます

一.見守るまなざし、叱る勇気を大事にします

一.ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます

一.自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます

一.長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

「
山
本
山
で
鳥
見
つ
け
を
し

た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

　
「
山
本
山
は
、
坂
道
で
石

や
葉
っ
ぱ
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
登
り
に
く
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
と
一
緒
に
最
後
ま
で

歩
け
て
良
か
っ
た
で
す
。」

　
「
西
野
水
道
で
は
歴
史
を

学
べ
て
良
か
っ
た
で
す
。
細

く
真
っ
暗
で
最
初
は
怖
か
っ

た
け
れ
ど
、
み
ん
な
と
歩
い

た
の
で
大
丈
夫
で
し
た
。」

　
「
賤
ヶ
岳
の
合
戦
や
有う

漏ろ
う

神
社
、
阿あ

曽そ

津づ

千せ
ん

軒げ
ん

の
話
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。」

な
ど
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ふ
る
さ

と
の
山
を
歩
く
体
験
を
通
し

て
郷
土
の
よ
さ
を
再
発
見

し
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
豊
か
な
学
び
」
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と

の
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
ふ

れ
る
こ
と
で
、
人
と
し
て
の

視
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
を

も
ち
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
子
ど
も
に
成
長
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

長浜赤十字病院
楠
くす

井
い

　隆
たかし

 副院長

▲里山の話を聞く子どもたち
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このコーナーでは、病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

長
浜
市
立
湖
北
病
院

　

 （
☎
８
２

－

３
３
１
５〈
代
表
〉）

市立病院通信‒◯‒76

長浜市立湖北病院皮膚科
部長 齋

さ い

藤
と う

　卓
た く

也
や

長
浜
曳
山
ま
つ
り
東
京
公
演
！

　

７
月
９
日
に
、「
び
わ
湖
長
浜
曳
山
ま

つ
り
東
京
公
演
」
が
、
国
立
劇
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
浜
曳
山
ま
つ
り
は
、
豊
臣
秀
吉
が
長

浜
城
主
で
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
伝
わ
っ
て
お

り
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
ま
つ
り
で
す
。
今
回
の
東
京
公
演
は
、

長
浜
曳
山
ま
つ
り
が
昨
年
12
月
、
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
記
念
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
、
全
国
・
世
界
に
発

信
さ
せ
る
と
い
う
熱
い
思
い
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
前
日
、
長
浜
か
ら
山
組
や

子
ど
も
役
者
等
々
２
０
０
人
を
超
え
る
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
が
集
結
し
、
綿
密
な
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、
本
番
に
備
え
ま
し
た
。

　

公
演
当
日
は
、
午
前
の
１
部
も
午
後
の

２
部
も
首
都
圏
や
全
国
か
ら
の
お
客
様
で

満
席
で
し
た
。

　

国
立
劇
場
と
い
う
最
高
の
舞
台
の
幕
が

開
き
、
私
は
実
行
委
員
長（
長
浜
市
長
）と

し
て
挨
拶
に
立
ち
、「
豊
臣
秀
吉
が
長
浜

城
主
で
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
伝
わ
り
、
町
衆

に
よ
り
受
け
継
が
れ
、
今
回
ユ
ネ
ス
コ
登

録
さ
れ
た
こ
と
は
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、

滋
賀
県
の
宝
。
世
界
に
認
め
ら
れ
た
長
浜

曳
山
ま
つ
り
を
末
永
く
継
承
し
て
い
く

た
め
に
皆
で
一
緒
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。」と
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
子
ど
も
歌
舞
伎
の
登
場
。
見
事

に
演
じ
ら
れ
、
感
動
と
感
激
で
大
盛
況
の

拍
手
が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
役

者
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
皆
さ

ん
の
国
立
劇
場
で
の
熱
演
は
生
涯
の
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
浜
市
と
都
市
間
協
定
を
結
ぶ

台
東
区
の
浅
草
寺
横
の
浅
草
神
社
で
も
公

演
さ
れ
、
浅
草
と
長
浜
の
子
ど
も
歌
舞
伎

の
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
大
勢
の
観

光
客
で
賑
わ
う
中
、
子
ど
も
歌
舞
伎
の
絆

が
結
ば
れ
て
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

 
 

市長
コラム◯85

日に
っ

光こ
う

角か
っ

化か

症し
ょ
うに

ご
注
意

　

日
光
角
化
症
は
、
日
光（
紫
外
線
）

を
浴
び
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
発

症
し
ま
す
。
特
に
、
紫
外
線
に
よ
る

影
響
が
長
年
蓄
積
さ
れ
た
60
才
以
上

の
人
で
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

紫
外
線
の
影
響
を
受
け
る
顔
や
頭

部
へ
の
発
生
が
多
く
、
手
背
部
に
も

発
症
し
ま
す
。
大
き
さ
は
１
〜
２
セ

ン
チ
ほ
ど
で
、
表
面
に
カ
サ
カ
サ
と

し
た
角
質
や
か
さ
ぶ
た
な
ど
を
伴
う
、

赤
い
ま
だ
ら
状
の
シ
ミ
と
し
て
あ
ら

わ
れ
ま
す
。

　

日
光
角
化
症
は
、
有ゆ

う

棘
き
ょ
く

細さ
い

胞ぼ
う

癌が
ん

と

い
う
皮
膚
癌
の
ご
く
早
期
の
病
変
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
光
角
化
症

を
治
療
せ
ず
に
放
置
す
る
と
有
棘
細

胞
癌
へ
と
移
行
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
現
状
で
は
、
い
つ
ど
の
よ
う

な
条
件
で
有
棘
細
胞
癌
へ
と
進
展
す

る
か
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
日
光
角
化
症
の
段
階
で
適

切
な
治
療
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

日
光
角
化
症
に
は
痛
み
や
か
ゆ
み

な
ど
の
自
覚
症
状
は
、
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
症
状
を
見

過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
気
づ
い
た
時

に
は
す
で
に
有
棘
細
胞
癌
に
進
行
し

て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ご
自
分
の
顔
を
見
て
、

次
の
よ
う
な
症
状
が
な
い
か
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

１　

 

赤
い
ま
だ
ら
状
の
シ
ミ
が

あ
る
。

２　

 

黄
色
味
が
か
っ
た
「
か
さ

ぶ
た
」
が
つ
い
て
い
る
。

３　

 

表
面
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い

る
。

４　

 

シ
ミ
の
形
が
不
規
則
で
、

皮
膚
と
の
境
が
不
明
瞭
。

５　

触
る
と
硬
い
。

▲東京公演の様子（国立劇場）

シリーズ○ 

雨森芳洲 特集
あめのもり   ほう しゅう

₇₆

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　

 

（
☎
６
３

－

４
６
１
１
）

　今秋の雨森芳洲関連資料のユネスコ「世界の記憶」
登録に向けて、10月号までながはまの文化財のペー
ジで雨森芳洲の紹介を行います。

芳
州
の
国
際
感
覚
①

日
本
人
に
は
日
本
の
○
○

　
「
日
本
人
に
は
日
本
の
○
○
、
朝
鮮

人
に
は
朝
鮮
の
○
○
、
中
国
人
に
は
中

国
の
○
○
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
は
オ
ラ
ン

ダ
の
○
○
が
、
一
番
合
う
も
の
だ
」

　

こ
の
文
は
、
芳
洲
が
61
歳
の
時
に
対

馬
藩
主
に
提
出
し
た
、
対
朝
鮮
外
交
の

指
針
書
『
交こ

う
り
ん
て
い
せ
い

隣
提
醒
』
の
言
葉
で
す
。

さ
て
、芳
洲
は
「
○
○
」
の
部
分
に
は
、

何
を
書
い
た
の
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん

も
、ご
一
緒
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

選
択
肢
は
次
の
４
つ
で
す
。

①
水
、
②
酒
、
③
家
、
④
衣
服
。

　
「
所
変
わ
れ
ば
水
変
わ
る
」
っ
て
よ

く
言
い
ま
す
よ
ね
。
お
酒
も
、
日
本
で

は
日
本
酒
、朝
鮮
半
島
で
は
マ
ッ
コ
リ
、

中
国
に
は
老
酒
、
西
洋
で
は
ワ
イ
ン
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
湿
度
の
高
い
日
本
で
は
通
気
性

を
重
視
し
た
家
や
衣
服
が
好
ま
れ
、
寒

い
土
地
で
は
床
暖
房
や
体
温
を
逃
が
さ

な
い
袖
先
を
く
く
っ
た
衣
服
が
好
ま
れ

た
り
し
ま
す
。
①
か
ら
④
ま
で
、
ど
れ

も
当
て
は
ま
り
そ
う
で
す
が
、
さ
て
芳

洲
は
ど
れ
を
書
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

正
解
は
②
の
「
酒
」
で
す
。「
日
本

人
に
は
日
本
の
酒
、
朝
鮮
人
に
は
朝
鮮

の
酒
、
中
国
人
に
は
中
国
の
酒
、
オ
ラ

ン
ダ
人
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
酒
が
、
一
番

合
う
も
の
だ
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
、
正
解
し
ま
し
た
か
。

　

対
馬
藩
の
武
士
と
、
朝
鮮
の
外
交
官

が
一
緒
に
お
酒
を
飲
ん
で
い
た
時
、
お

酒
に
酔
っ
た
対
馬
藩
士
が
「
日
本
の

酒（
清
酒
）は
美
味
し
い
。
世
界
一
う

ま
い
。」
と
自
慢
し
ま
し
た
。
そ
ば
に

い
た
朝
鮮
の
外
交
官
も
、「
う
ん
う
ん
」

と
う
な
ず
い
て
同
意
し
ま
し
た
が
、
芳

洲
は
「
そ
れ
は
違
う
」と
考
え
ま
し
た
。

　
「
日
本
人
に
は
、
長
年
慣
れ
親
し
ん

で
き
た
日
本
の
料
理
・
日
本
の
酒
が
美

味
し
い
と
感
じ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
に

は
朝
鮮
の
酒
、中
国
人
に
は
中
国
の
酒
、

オ
ラ
ン
ダ
人
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
酒
が
美

味
し
い
と
感
じ
る
。
そ
れ
が
道
理
で
あ

る
。
そ
れ
が
自
然
の
理

こ
と
わ
りで
あ
る
」
と
考

え
て
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、「
異
な
っ
た
文
化
は
、
違

い
は
あ
っ
て
も
優
劣
は
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
民
族
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

現
代
の
国
際
感
覚
に
非
常
に
近
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
芳
洲
は
、
今
か
ら
約

３
０
０
年
前
の
人
物
で
す
。
ち
ょ
う

ど
、
主
君
の
仇
討
ち
で
知
ら
れ
る
「
忠

臣
蔵
」
の
頃
の
人
で
す
。
ま
だ
ま
だ
封

建
的
な
時
代
に
あ
っ
て
、
現
代
に
も
通

じ
る
よ
う
な
国
際
感
覚
を
持
っ
て
い
た

こ
と
は
驚
き
で
す
。

▲

雨
森
芳
洲
の
肖
像（
芳
洲
会
贈
）

高
校
生
会
議

「
列
島
各
地
に
残
る

朝
鮮
通
信
使
の
足
跡
を
考
え
る
」

　

日
本
各
地
の
高
校
生
が
、
自
分
た
ち
の

地
域
の
朝
鮮
通
信
使
の
足
跡
を
た
ど
り
、

学
習
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
高
校
生
会
議

で
は
長
浜
・
高
月
に
集
ま
り
、
学
習
の
成

果
を
発
表
、
報
告
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
聴

く
だ
さ
い
。

︻
と
　
き
︼
８
月
19
日（
土
）13
時
〜
17
時

︻
と
こ
ろ
︼
高
月
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

（
高
月
町
渡
岸
寺
）

︻
内
　
容
︼・
基
調
講
演

　
　
　
　

・
高
校
生
の
発
表

　
　
　
　

・ 

高
校
生
と
韓
国
・
日
本
の
研

究
者
と
の
対
談

︻
主
　
催
︼  「
地
域
か
ら
考
え
る
世
界
史
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

記事広告記事広告

ながはま寄
よ

席
せ

『上
かみがたらくごきょうえんかい

方落語競演会』
毎年恒例のながはま寄席！

落語大好きな方から初めての方まで、落語の魅力を存分にお楽しみください。

【と　　き】　10月22日（日）　 14時開演（13時30分開場）
【と こ ろ】　長浜文化芸術会館（大島町）
【出　　演】　笑

しょうふくてい

福亭鶴
つる

光
こう

、 桂
かつらじゃくじゃく

雀 々、 桂
かつらしゅんちょう

春 蝶、 笑
しょうふくていきょうすけ

福亭喬 介

　　　　　　菊
きく

池
ち

まどか（浪
ろう

曲
きょく

）

【入場料金】　全席指定　　一般　2,800円
【前売券発売日】友の会先行発売　８月５日（土）
　　　　　　　 一般発売　　　　８月12日（土）

【前 売 所】　長浜文化芸術会館、浅井B&G海洋センター
　　　　　　長浜市民体育館、長浜サンパレスほか

　問公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団

　　〈長浜文化芸術会館内〉（☎６３－７４００）
▲笑福亭　鶴光

▲桂　雀々

緊急事態 ! ! 住宅火災が多発しています！

住宅用火災警報器を設置しましょう！
　湖北地域管内では昨年10月以降、住宅

の全焼火災が多発しており、８人の尊い

命が犠牲となっています。いずれの家庭

も、住宅用火災警報器は未設置でした。

平成18年度から一般住宅等にも住宅用火

災警報器の設置が義務付けられています。

　火災の早期発見、早期避難、また家族

の尊い命を守るためにも住宅用火災警報

器の設置をお願いします。

　また、設置している家庭では、電池が

切れていないかなど点検をしてください。

どの部屋に設置するの？
●寝室
すべての寝室が対象です。
（子ども部屋等でも、就寝
に使用する部屋は設置が必
要です）
●階段
寝室がある階の階段が対象
です。

定期的に点検をしましょう！
● 汚れが目立ったら、布等で
乾拭きしてください。
● 住宅用火災警報器本体の寿
命は、概ね10年です。10年
が経過したら、新しい警報
器に交換してください。
● 新しい警報器に交換した
ら、本体の側面に「設置年
月」を記入しましょう。

問湖北地域消防本部予防課　☎６２－５１９４

29年度後期 秋の語学スクール 新規生徒募集

講　座　名 曜日 時　　　間 受講料 回数 開講日 定員

幼 児 英 会 話 日 10時 ～ 10時30分 12,800円 16回 ９月10日 15

英 語（ 初 級 ） 日 11時 ～ 12時 16,000円 16回 ９月10日 15

英 語（ 中 級 ） 日 13時 ～ 14時 16,000円 16回 ９月10日 15

中 国 語（ 初 級 ） 土 15時 ～ 16時30分 16,000円 16回 ９月９日 15

中 国 語（ 中 級 ） 土 13時 ～ 14時30分 16,000円 16回 ９月９日 15

中 国 語（ 上 級 ） 土 10時30分 ～ 12時 16,000円 16回 ９月９日 15

スペイン語（初級） 日 13時30分 ～ 15時 16,000円 16回 ９月10日 15

スペイン語（中級） 日 15時30分 ～ 17時 16,000円 16回 ９月10日 15

ポルトガル語（初級） 水 13時30分 ～ 15時 16,000円 16回 ９月６日 15

ポルトガル語（中級） 火 19時 ～ 20時30分 16,000円 16回 ９月５日 15

韓 国 語（ 初 級 ） 日 10時30分 ～ 12時 16,000円 16回 ９月10日 15

韓 国 語（ 中 級 ） 日 13時 ～ 14時30分 16,000円 16回 ９月10日 15

韓 国 語（ 上 級 ） 日 14時45分 ～ 16時15分 16,000円 16回 ９月10日 15

た の し い 日 本 語 チケット制（時間はお問合せ下さい） 2,000円 10回 随時 15

♦後期・秋の語学スクール生徒募集　長浜市国際交流ハウスG
ジ オ

EO♦

【申 込 開 始】８月21日（月）10時30分～  
【申込み方法】  長浜市国際交流ハウスG

ジ オ

EOにある申込用紙に記入のうえ、申し込みください。電話で仮予

約もできます。

※定員になり次第、締切になります。

※最低開講人数に達しない場合は、開講しない場合もあります。

※受講料は原則としてお返しできません。（テキスト代別）

♦語学講師を募集します♦
　タイ語、インドネシア語、ベトナム語、ドイツ語、英語ができる人を募集し

ます。

　語学教室の講師をやってみませんか。

♦国際交流の学習支援ボランティアを募集します♦
　外国籍の子どもたちの日本語や学習サポートができるボランティアを募集し

ます。

　　例　こどもの日本語教室・学習支援（小学生・中学生）

　　　　にほんご教室（大人の外国籍市民）

　　　　長浜市多文化共生・国際文化交流ハウスG
ジ オ

EO　☎６３－４４００
（木曜定休日・お問合せは定休日以外の10時～19時）

問
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有料広告欄

情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

8/５・８/26認知症予防セミナー開催
さあ、始めよう認知症予防！
最近物忘れが多くなった、人の名前が思い出せない、長
生きでも元気でいられるか心配。と近い将来に不安をお
持ちの人、必聴です！！
「認知症は予防できるのです！」そのための予防方法を、
わかりやすく実践内容を交えてご講義していただきます。
両日とも同じ内容でご用意させていただきます。
あなたのためのセミナー　ぜひご参加ください！

８/５（土）長浜市役所
多目的ルーム４
14時～15 時 30 分
８/26（土）

神照まちづくりセンター研修室
14 時～15 時 30 分

【内容】　　　
・認知症予防、脳の使い方と暮らしの工夫
・脳のトレーニング   
・物忘れについて
・認知症初期症状

ご予約受付・問合せ：0749－68－2031  担当  水谷・宮元
主催 : 田中ケアサービス（株）健康推進事部

講師　　　
森ノ宮医療大学
保健医療学部教授

横井　賀津志　先生

お知らせ
◆８月は電気使用安全月間です
電気は便利なエネルギーですが、取扱い
を誤ると感電や火災の原因になります。
経済産業省では、８月を「電気使用安全
月間」と定め、電気事故を防ぐための運
動を行っています。ぜひこの機会にご家
庭や職場で電気を安全に使えているか見
直してみてください。
問（一財）関西電気保安協会滋賀支店

　彦根営業所（☎０７４９－２３－０３５４）

催　　し
◆長浜フェスティバルオーケストラ
～カルチャーフェスティバルコンサート～
今春長浜市に誕生したプロ・アマチュア
混合オーケストラの初演奏会です。宇宙
の成り立ちについての講演も行います。
【と　き】８月12日（土）
　　　　 14時～（13時30分開場）
【ところ】浅井文化ホール（内保町）
【曲　目】  大学祝典序曲、ピアノ協奏曲第

２番、組曲惑星より木星
【入場料】無料（全席指定）
【申込み】電話で下記まで。
問・申長浜フェスティバルオーケストラ
　　 平井（☎０９０－１９０９－５３００）

◆やわた夢生小路商店街盆踊り大会
懸賞付き、参加賞ありの盆踊り大会です。

お楽しみ大抽選会やH
ハ ー ト ト レ イ ン

eartTrainマーケッ
トも同時開催します。
【と　き】８月14日（月）　19時～21時
　　　　 （マーケットは16時～）
【ところ】長濱八幡宮（宮前町）
問 Heart Train dai～dai～　村山

　（☎０９０－４０３８－８８９９）

◆平和の鐘を鳴らそう
長浜ユネスコ協会では、「平和への祈り
と願い」を込めて大通寺の鐘をつきま
す。どなたでも参加できます。
【と　き】８月15日（火）
　　　　 11時30分～13時

【ところ】長浜別院大通寺（元浜町）
問長浜ユネスコ協会事務局
　（☎６５－６５５２）

◆Englishカフェ参加者募集
【と　き】８月27日（日）
　　　　 13時30分～15時30分
【ところ】 多文化共生・国際文化交流
　　　　 ハウスG

ジ オ

EO（神照町）
【対　象】  英語を話したい人、日本語を話

したい外国人
※ 英語ネイティブが不参加の場合や英語
圏外の外国人が参加する場合もありま
す。

【定　員】15人（先着順）
【参加費】500円（お菓子・ドリンク付）
【申込み】２日前までに電話で下記まで。
問・申長浜市民国際交流協会
　　 （☎６３－４４００）

講座・教室
◆うどん打ち体験講座
みんなで楽しくうどん作りに挑戦しませ
んか。
【と　き】８月19日（土）
　　　　 ９時30分～13時30分
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】ボランティアグループ「板前さん」
【定　員】20人（先着順）
【参加費】500円（材料費込）
【申込み】参加費を添えて直接下記まで。
問・申長浜市民交流センター
　　　（☎６５－３３６６）

◆体験教室「稲刈りをしよう！」
【と　き】９月10日（日） 10時～12時30分
【ところ】浅井歴史民俗資料館（大依町）
【対　象】親子で参加できる人
　　　　 （子どもは小学生以下）
【定　員】親子10組程度（先着順）
【参加費】１人500円
【持ち物】  軍手、帽子、タオル、長靴、汚

れてもよい服装
【申込み】電話で下記まで。
問・申浅井歴史民俗資料館
　　 （☎７４－０１０１）

募　　集
◆ ドイツ・アウグスブルク市青年使節
団との交流パーティー参加者募集

アウグスブルク市青年使節団とのアット
ホームなパーティーに参加しませんか。
ゲームや歌で交流します。
【と　き】８月25日（金）　18時～20時
【ところ】多文化共生・国際文化交流
　　　　 ハウスG

ジ オ

EO（神照町）
【対　象】高校生以上
【定　員】10人（先着順）
【参加費】1,000円（食事付）
【申込み】電話で下記まで。
問・申長浜市民国際交流協会
　　 （☎６３－４４００）

◆自衛官募集
防衛省では自衛官等を募集しています。
①自衛官候補生
 【受付期間】年間を通じて
 【応募資格】18歳～26歳
②航空学生
 【受付期間】９月８日（金）まで
 【応募資格】高卒（見込みも含む）
　　　　　　海上:23歳未満
　　　　　　航空:21歳未満
③防衛大学校学生
 【受付期間】９月５日（火）～29日（金）
 【応募資格】高卒（見込みも含む）
　　　　　　21歳未満
※詳しくは下記まで。
問・申自衛隊滋賀地方協力本部彦根事務所
　　 （☎０７４９－２６－０５８７）

◆滋賀県警察官採用試験
【と　き】第１次試験　９月17日（日）
【ところ】  立命館大学びわこ・くさつキャ

ンパス（草津市野路東）
【採用予定日】平成30年４月１日
【採用予定人数】
男性A（大卒程度）12人　女性A（大卒程度）３人
男性B（高卒程度）12人　女性B（高卒程度）５人
※A区分
昭和62年４月２日以降に生まれた男女
で、４年制大学を卒業または平成30年
３月31日までに卒業見込みの人

※B区分
昭和62年４月２日から平成12年４月１
日までに生まれた男女で、上記A区分
に該当しない人

【受付期間】８月１日（火）～31日（木）
※インターネット申し込みは８月28日
　（月）17時まで
※詳しくは滋賀県警察のホームページで。
問・申滋賀県警察本部警務課採用係
　　 （☎０１２０－２０４－３１４）

◆湖北地域勤労者互助会に入会しませんか
～中小企業でも大企業並みの福利厚生を～
会員のお祝いや傷病時の給付事業、イベ
ントやテーマパーク入場料等の割引を受
けられます。
【加入資格】① 中小企業の従業員、および

事業主（事業所加入）
　　　　　 ② 湖北地域に在住もしくは在

勤の人（個人加入）
【入会金】500円/人
【会　費】500円/月
【申込み】直接下記まで。
※ 入会金・会費は①と②で支払者が違い
ます。詳しくは下記まで問い合わせく
ださい。
問・申湖北地域勤労者互助会
　　 （☎５０－７３２７）

◆滋大祭フリーマーケット出店募集
【と　き】11月４日（土）・５日（日）
　　　　 10時～16時（受付９時～）
【ところ】滋賀大学経済学部（彦根市馬場）
【出店料】１区画（３×３m）500円
※両日出店の場合700円
【申込み】  ８月１日（火）～９月30日（土）ま

でに電話で下記まで。
※ その他の申込方法や定員など詳しくは
滋大祭ホームページまで。
問・申滋大祭実行委員会
　　 （☎０７４９－２７－１１３７）

相　　談
◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受けし
ます。気軽にお申し込みください。
【と　き】８月18日（金）
　　　　 13時30分～16時
【ところ】 余呉支所（余呉町中之郷）

【申込み】  前日17時までに電話で下記ま
で。※完全予約制です。

問・申湖北介護・福祉人材センター
　　 （☎６４－５１２５）
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不用品交換情報（７月19日現在）
◆ください（無料）
○自転車○乳幼児用おもちゃ○乳母車○石油
ファンヒーター○盆栽鉢○NECのワープロ
○草刈機○三輪車○幼児用自転車○冷蔵庫

◆あげます（無料）
○冷凍庫〇蠅帳〇テレビ台〇布団用木綿わた
〇本棚〇地球儀〇サイドボード〇下駄箱○エ
レクトーン○鏡台○幼児用すべり台
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで決
定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

【長浜地域】８月24日（木） 18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】８月25日（金） 18時～20時
湯田まちづくりセンター（内保町）

【びわ地域】８月25日（金） 19時30分～21時
びわまちづくりセンター（難波町）

【虎姫地域】８月25日（金） 18時～20時
虎姫まちづくりセンター（田町）

【湖北地域】８月17日（木） 18時～20時
湖北まちづくりセンター（湖北町速水）

【高月地域】８月９日（水） 13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】 ８月17日（木） 15時～17時
木之本まちづくりセンター（北部振興局内）

【余呉地域】８月26日（土） 10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】 ８月16日（水） 17時～19時
西浅井まちづくりセンター（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で
検索または右記ＱＲコードから。
※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。

※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

結婚相談

長浜米原休日急患診療所
８・９月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ８月６日、11日、13日、20日、
27日

　　　 　 ９月３日、10日、17日、18日、
23日、24日

【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。

※ 受診時は健康保険証・福祉医療券・お薬
手帳・母子健康手帳（乳幼児の場合）をお
忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

８月の税・料
国民健康保険料 ３期
介護保険料 ３期
後期高齢者保険料 ２期

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　８月19日（土） 12時～16時
　　　　 ９月７日（木） 10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室（地福寺町）
【相談員】　 下

しも

地
じ

久
く

美
み

子
こ

さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）



いつも元気なかなちゃん！

おはなしもいっぱいできるようになったね

♡たくさん遊んですくすく育ってね♪

まちの
人口

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームペー
ジ、スマホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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ふたりは、家族の大切な宝物♡

あなた達の未来が、豊かで幸せにあふれますように。

パパとママは、ずっと応援していきます。
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　「本は単なるモノではなく、人をつくる
ものだと思うんです。読んだ本の何かが
記憶の片隅にあって、その人をつくる糧
になる。だから『本』との出会いとは、『自分』
との出会いなんじゃないかと感じていま
す」と語る久保寺さん。その言葉には本
に対する深い思い入れを感じさせます。
　木之本で本にまつわる活動を始める大
きなきっかけとなったのは、かつて勤務
していた江北図書館。明治39年設立の私
立図書館で、本の巡回を行うなど当時と
しては先駆的で高い志を持った図書館が
木之本にあるという事実を知り、「こんな
に素晴らしい文化の中で育ったものを大
事にしたい。このまちで本に関わってい
きたい」という思いが強くなります。

　2015年に本が好きな仲間同士で集まっ
て「木之本虫プロジェクト」を結成。JR
木ノ本駅に“いつでも誰でもいつまでも"
本を借りることができる「まちあい文庫」
をつくったり、空き家を借りて誰もが本
に親しめる場を設けるなど、本好きらし
いユニークな発想を生かした活動を始め
ます。
　プロジェクトでの取組が徐々にまちの
人たちの興味や共感を生み出し始めたの
を追い風に、今年６月、メンバーで構想
を温めてきた古本市「いろはにほん箱」
を開催。市内で初の試みでしたが、メン
バーの不安をよそに県外からも多くのお
客さんや出店者が本との出会いを求めて
集まりました。「誰かが読んで感動した本

が、また別の人に読まれ感動を与える。
古本に再び命が吹き込まれるような瞬間
を目にして最高に幸せでした」。
　久保寺さんが北国街道沿いに構えた古
本屋「あいたくて書房」も７月で１周年
を迎えました。詩人工藤直子さんの詩「あ
いたくて」から命名したというお店の名
前には、“本との出会い、本を通じての人
との出会い、そして自分に出会える場を
つくりたい”という想いが込められていま
す。「お客さんと本のことを話していると
きが一番楽しいです。人と人をつなぐ役
割を担うお店になれば」。
　本と人への愛で溢れている久保寺さん
は、今日も本を通じていろんな出会いを
届けます。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。
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本がつくる出会いを大切にしたい

木之本虫プロジェクト

久保寺　容子さん（相撲町）
く　　 ぼ　　でら　　　　　ひろ　　こ

撮影場所：あいたくて書房（木之本町木之本）

平成29年７月１日現在 人口　119,566人　　男　58,509人　　女　61,057人　　世帯数　45,231世帯
平成29年６月中の異動 転入　211人　　転出　237人　　出生  59人　　死亡  91人　　婚姻 42件
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